
様式 １　公表されるべき事項

国立大学法人岩手大学（法人番号6400005002202）の役職員の報酬・給与等について

Ⅰ 役員報酬等について

1　役員報酬についての基本方針に関する事項

  ①  役員報酬の支給水準の設定についての考え方

　当該法人の主要事業は教育・研究事業である。役員報酬水準を検討す
るにあたって、他の国立大学法人、国家公務員、類似事業を実施している
民間法人や独立行政法人等のほか、国・地方公共団体が運営する教育・
研究機関のうち、常勤職員数（当該法人約730人）や教育・研究事業で比
較的同等と認められる、以下の法人等を参考とした。

(1) 国立大学法人埼玉大学･･･当該法人は、医科学系学部を有さず単科
系大学を除く地方大学として類似する国立大学法人であり、教育・研究事
業を実施している（常勤職員数約750人）。公表資料によれば、令和元年
度の学長の年間報酬額は18,665千円（地域手当1,737千円含む）であり、
公表対象年度の役員報酬規程に記載された本俸額等を勘案すると、令和
元年度と同額程度と推定される。同様の考え方により、理事については
14,900千円程度（地域手当1,360千円程度含む）、監事については13,878
千円（地域手当1,270千円含む）と推定される。
(2) 事務次官年間報酬額･･･23,374千円

　当法人が定める役員に支給する期末特別手当（ボーナス）において、規
定の額に当該役員の業務に対する貢献度等を考慮して、その額の100分
の10の範囲内でこれを増額し、又は減額することができることとしている。

  ②  令和２年度における役員報酬についての業績反映のさせ方（業績給の仕組み及び導入
　　実績を含む。）



法人の長

理事

理事（非常勤）

監事

監事（非常勤）

　役員報酬支給基準は、月額及び期末特別手当から構
成されている。月額については、国立大学法人岩手大
学役員報酬規則に則り、俸給月額に地域手当、通勤手
当、寒冷地手当を加算して算出している。期末特別手当
についても、国立大学法人岩手大学役員報酬規則に則
り、俸給月額に、当該俸給の月額に100分の45を乗じて
得た額を基礎として、6月に支給する場合においては100
分の170.0、12月に支給する場合においては100分の
170.0を乗じて得た額としている。

法人の長と同様

　理事（非常勤）の報酬は月額制で、その者の職責、経
歴及び業績等を考慮して学長が定めることとしている。

法人の長と同様

　③ 役員報酬基準の内容及び令和２年度における改定内容

理事（非常勤）と同様



２　役員の報酬等の支給状況
令和２年度年間報酬等の総額

報酬（給与） 賞与 就任 退任
千円 千円 千円 千円

16,412 11,580 4,757 令和2年4月1日 ※

千円 千円 千円 千円

12,972 9,132 3,751 ※

千円 千円 千円 千円

12,996 9,132 3,751 ※

千円 千円 千円 千円

12,091 8,472 3,480 令和2年4月1日 ※

千円 千円 千円 千円

13,618 8,472 3,768 ◇

千円 千円 千円 千円

1,800 1,800 0 0
（　　　　）

令和2年4月1日

千円 千円 千円 千円

該当者なし
（　　　　）

千円 千円 千円 千円

該当者なし
（　　　　）

千円 千円 千円 千円

3,600 3,600 0 0
（　　　　）

千円 千円 千円 千円

1,800 1,800 0 0
（　　　　）

注１：「その他」欄には手当等が支給されている場合は、例えば通勤手当の総額を記入する。
注２：「前職」欄には、役員の前職の種類別に以下の記号を付す。
　　 　退職公務員「*」、役員出向者「◇」、独立行政法人等の退職者「※」、退職公務員でその後
       独立行政法人等の退職者「＊※」、該当がない場合は空欄
注３：総額、各内訳について千円未満切り捨てのため、総額と各内訳の合計額は必ずしも一致しない。

D理事

前職

C理事

就任・退任の状況
役名

A監事

D監事
（非常勤）

C監事
（非常勤）

その他（内容）

B監事

24（通勤手当）
51（寒冷地手当）

89（寒冷地手当）

24（通勤手当）
89（寒冷地手当）

Ｅ理事
（非常勤）

50（通勤手当）
89（寒冷地手当）

847（広域異動手当）
24（通勤手当）

456（単身赴任手当）
51（寒冷地手当）

法人の長

A理事

B理事



３　役員の報酬水準の妥当性について
【法人の検証結果】

　法人の長

　理事

　岩手大学は、本学の理念である「真理を探究する教育
研究の場として、学術文化を創造しつつ、幅広く深い教
養と高い専門性を備えた人材を育成することを目指す。」
に基づき、教育研究の質のさらなる高度化を図り、国内
外の多様な分野において指導的役割を果たす人材を育
成することを使命としており、「地域社会に開かれた大学
として、その教育研究の成果をもとに地域社会の文化の
向上と国際社会の発展に貢献することを目指す。」を学
長のリーダーシップの下で推進している。
　そうした中で、岩手大学の学長は、職員数約730人の
法人の代表として、その業務を総理するとともに、校務を
司り、所属職員を統督して、経営責任者と教学責任者の
職務を同時に担っている。
　学長の年間報酬額は、人数規模が同規模である民間
企業の役員報酬29,002千円と比較した場合、それ以下
であり、また、事務次官の年間給与額23,374千円と比べ
てもそれ以下となっている。
　岩手大学では、学長の報酬月額を法人化移行前の国
家公務員指定職俸給表の俸給月額を踏まえて決定して
いるが、学長の職務内容の特性は上記のとおり法人化
移行前と同等以上であると言え、これまでの各年度にお
ける業績評価の結果を勘案したものとしている。
　また、医学部を有さず、単科系大学を除く他の地方大
学の長の報酬水準と同水準となっている。
　こうした職務内容の特性や他法人等との比較を踏まえ
ると、報酬水準は妥当であると考えられる。

　岩手大学は、本学の理念である「真理を探究する教育
研究の場として、学術文化を創造しつつ、幅広く深い教
養と高い専門性を備えた人材を育成することを目指す。」
に基づき、教育研究の質のさらなる高度化を図り、国内
外の多様な分野において指導的役割を果たす人材を育
成することを使命としており、「地域社会に開かれた大学
として、その教育研究の成果をもとに地域社会の文化の
向上と国際社会の発展に貢献することを目指す。」を学
長のリーダーシップの下で推進している。
　上記学長を補佐する理事の年間報酬額は、人数規模
が同規模である民間企業の役員報酬29,002千円と比較
した場合、それ以下であり、また、事務次官の年間給与
額23,374千円と比べてもそれ以下となっている。
　岩手大学では、理事の報酬月額を法人化移行前の国
家公務員指定職俸給表の俸給月額を踏まえて決定して
いるが、理事の職務内容の特性は上記のとおり法人化
移行前と同等以上であると言え、これまでの各年度にお
ける業績評価の結果を勘案したものとしている。
　また、医学部を有さず、単科系大学を除く他の地方大
学の理事の報酬水準と同水準となっている。
　こうした職務内容の特性や他法人等の比較を踏まえる
と、報酬水準は妥当であると考えられる。



　理事（非常勤）

　監事

　監事（非常勤）

【文部科学大臣の検証結果】

　理事は、学長のリーダーシップの下、担当業務の責任
者として学長を補佐し本学の業務を掌理するため、経
験・実績が求められる。
　また、他の地方大学の報酬水準と同水準となっている。
　こうした職務内容の特性や他法人等の比較を踏まえる
と、報酬水準は妥当であると考えられる。

該当者なし

　監事は岩手大学の業務全般の適法かつ合理的な運営
を確保するため関係諸法令や組織運営等に精通してい
る必要があり、経験・実績が求められる。
　また、他の地方大学の報酬水準と同水準となっている。
　こうした職務内容の特性や他法人等の比較を踏まえる
と、報酬水準は妥当であると考えられる。

　職務内容の特性や国家公務員指定職適用官職、他の
同規模の国立大学法人、民間企業等との比較などを考
慮すると、役員の報酬水準は妥当であると考える。



４　役員の退職手当の支給状況（令和２年度中に退職手当を支給された退職者の状況）

区分 支給額（総額） 退職年月日 業績勘案率 前職

千円 年 月

該当者なし

千円 年 月

該当者なし

千円 年 月

該当者なし

千円 年 月

該当者なし

千円 年 月

該当者なし

注：「前職」欄には、退職者の役員時の前職の種類別に以下の記号を付す。
　　　退職公務員「*」、役員出向者「◇」、独立行政法人等の退職者「※」、該当がない場合は空欄。　退職公務員「*」、役員出向者「◇」、独立行政法人等の退職者「※」、退職公務員でその後

　独立行政法人等の退職者「＊※」、該当がない場合は空欄

５　退職手当の水準の妥当性について
【法人の判断理由等】

区分

【文部科学大臣の検証結果】

６　業績給の仕組み及び導入に関する考え方

法人の長

理事

監事
（非常勤）

理事
（非常勤）

監事

監事
（非常勤）

判断理由
　該当者なし

　該当者なし

法人の長

理事

注：「判断理由」欄には、法人の業績、担当業務の業績及び個人的な業績の検討結果を含め、業績勘案
　　 率及び退職手当支給額の決定に到った理由等を具体的に記入する。

　該当者なし

　該当者なし

　該当者なし

理事
（非常勤）

監事

法人での在職期間

　当法人が定める役員に支給する期末特別手当（ボーナス）において、規
定の額に当該役員の業務に対する貢献度等を考慮して、その額の100分
の10の範囲内でこれを増額し、又は減額することができることとしている。

　該当なし



Ⅱ 職員給与について
１　職員給与についての基本方針に関する事項

　③　 給与制度の内容及び令和２年度における主な改定内容

　①　職員給与の支給水準の設定等についての考え方

　②　職員の発揮した能率又は職員の勤務成績の給与への反映方法についての考え方（業績給
　　の仕組み及び導入実績を含む。）

　当該法人職員の給与水準を検討するにあたって、他の国立大学法人等、国家公務員のほ
か、令和２年度職種別民間給与実態調査によるデータのうち、企業規模500人以上（当該法人
約730人）・職種別・学歴別平均支給額を参考にした。

(1) 国立大学法人Hグループ･･･医科系学部を有さず単科系大学を除く地方大学として類似
する国立大学法人であり、法人規模についても同等となっている。
(2) 国家公務員･･･令和２年度において、国家公務員のうち行政職俸給表（一）の平均給与月
額は408,868円となっており、全職員の平均給与月額は416,203円となっている。
(3) 職種別民間給与実態調査において、当該法人と同等の規模や職種の大学卒の4月の平
均支給額は事務・技術関連職種の事務課長（行政職（一）7級、8級相当）で621,450円、事務
課長代理（5級、6級相当）で603,371円、事務係長（3級、4級相当）で488,538円、事務主任（2
級相当）で409,113円、事務係員（1級相当）351,456円となっている。
　また、人件費について、教員については、ポイント制を導入し、各部局において保有ポイント
内での管理を行っている。職員については、定年退職者雇用職員及び非常勤職員を含めた
一元的な管理を行っている。

　
　勤務成績を考慮し、昇給、昇格の実施及び勤勉手当の成績率を決定している。
　なお、平成２７年１月から導入された年俸制により、適用を受ける教員に業績給を支給してお
り、業績目標の達成度及び岩手大学での達成度及び貢献度を評価し、その業績評価結果に
応じて、次の1年間の業績給を決定して支給することとしている。
　また、令和２年度から新たに導入された年俸制については、月給制と比較して、業績給の反
映率の幅と基本給の改定区分の幅を広く設定するなどメリハリのついた仕組みとしている。

　国立大学法人岩手大学職員給与規則に則り、俸給及び諸手当（管理職手当、初任給調整
手当、地域手当、広域異動手当、扶養手当、住居手当、通勤手当、単身赴任手当、両住まい
手当、義務教育等教員特別手当、職務付加手当、助教講義担当手当、特殊勤務手当、入試
手当、時間外勤務手当、管理職員特別勤務手当、期末手当、勤勉手当及び寒冷地手当）とし
ている。
　期末手当については、期末手当基準額（俸給＋扶養手当＋地域手当＋広域異動手当＋役
職段階別加算額＋管理職加算額）に6月に支給する場合においては100分の130.0、12月に
支給する場合においては100分の130.0を乗じ、さらに基準日以前6箇月以内の期間における
その者の在職期間に応じた割合を乗じて得た額としている。
　勤勉手当については、勤勉手当基準額（俸給＋地域手当＋広域異動手当＋役職段階別加
算額＋管理職加算額）に勤勉手当の成績率決定基準の定めに従った割合を乗じて得た額と
している。



２　職員給与の支給状況

　①　職種別支給状況

うち通勤手当
人 歳 千円 千円 千円 千円

596 47.9 7,378 5,306 50 2,072
人 歳 千円 千円 千円 千円

203 42.5 5,695 4,158 60 1,537
人 歳 千円 千円 千円 千円

320 52.8 8,618 6,134 44 2,484
人 歳 千円 千円 千円 千円

23 42.8 7,155 5,260 69 1,895

人 歳 千円 千円 千円 千円

45 39.1 6,461 4,758 45 1,703

人 歳 千円 千円 千円 千円

5 52.1 5,594 4,057 37 1,537

〔年俸制適用者〕
人 歳 千円 千円 千円 千円

18 46.7 8,132 6,764 57 1,368
人 歳 千円 千円 千円 千円

18 46.7 8,132 6,764 57 1,368

注１：常勤職員については、在外職員、任期付職員及び再任用職員を除く。
注２：在外職員、任期付職員及び再任用職員については、該当者がいないため記載を省略した。
注３：常勤職員の「医療職種（病院医師）」及び「医療職種（病院看護師）」については、該当者がいないため記載を
　　　省略した。
注４：常勤職員の「その他」については、該当者が少数のために独立した職種として公表することが適当でないと判断し
　　　た職種（附属学校所属の栄養士及び保健管理センター所属の保健師）を示す。

人 歳 千円 千円 千円 千円

8 60.3 4,641 4,641 86 0
人 歳 千円 千円 千円 千円

8 60.3 4,641 4,641 86 0
人 歳 千円 千円 千円 千円

〔年俸制適用者〕
人 歳 千円 千円 千円 千円

41 43.9 4,102 4,102 48 0
人 歳 千円 千円 千円 千円

41 43.9 4,102 4,102 48 0

注１：在外職員、任期付職員及び再任用職員については、該当者がいないため記載を省略した。
注２：非常勤職員の「事務・技術」、「教育職種（大学教員）」、「医療職種（病院医師）」及び「医療職種（病院看護師）」
　　　については、該当者がいないため記載を省略した。
注３：非常勤職員の「その他」については、該当者が少数のために独立した職種として公表することが適当でないと判断
　　　した職種（産前・産後休暇及び育児休業を取得している職員の職務を代替して行う職員）を示す。
注４：非常勤職員の「その他」については、該当者が２人のため、当該個人に関する情報が特定されるおそれのあること
　　　から、区分以外は記載せず、非常勤職員全体の数値からも除外している。
注５：非常勤職員の「契約職員」とは、「事務・技術」、「教育研究」、「研究開発等の運営・管理及び知的財産等の業務」
　　　等に従事する職員を示す。

常勤職員

教育職種
（大学教員）

区分

その他

その他

教育職種
（大学教員）

人員

教育職種
（附属特別支援学校

教員）

非常勤職員

平均年齢
令和２年度の年間給与額（平均）

常勤職員

特命研究科職種

契約職員

非常勤職員

教育職種
（附属義務教育学校

教員）

事務・技術

うち所定内 うち賞与総額



②

注１：①の年間給与額から通勤手当を除いた状況である。以下、➃まで同じ。
注２：事務・技術職員の年齢２０～２３歳の該当者は１人であるため、当該個人に関する情報が特定されるおそれ
　　　のあることから、年間給与については表示していない。
注３：大学教員の年齢２８～３１歳の該当者は１人であるため、当該個人に関する情報が特定されるおそれのあ
　　　ることから、年間給与については表示していない。

年齢別年間給与の分布状況（事務・技術職員／教育職員（大学教員）)
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③

（事務・技術職員）

平均
人 歳 千円

課長 21 55.3 7,451

主査（副課長） 31 51.0 6,502

主査 91 43.0 5,689

主事 30 29.0 3,900

注１：「課長」には、課長相当職である事務長を含む。

注２：「主査（副課長）」には、主査（副課長）相当職である主査（副事務長）を含む。

注３：「主査」とは、当法人において「係長」相当職の者を示す。

注４：「主事」とは、当法人において「係員」相当職の者を示す。

（教育職員（大学教員））

平均
人 歳 千円

教授 152 57.7 9,572

准教授 133 49.3 8,007

④

事務・技術職員

夏季（6月） 冬季（12月） 計
％ ％ ％

57.2 57.7 57.5

％ ％ ％

査定支給分（勤勉相当）
（平均） 42.8 42.3 42.5

％ ％ ％

         最高～最低 53.9～40.5 50.8～40.1 52.4～40.7

％ ％ ％

57.4 57.6 57.5

％ ％ ％

査定支給分（勤勉相当）
（平均） 42.6 42.4 42.5

％ ％ ％

         最高～最低 46.9～39.6 46.9～39.0 44.7～39.6

教育職員（大学教員）
夏季（6月） 冬季（12月） 計

％ ％ ％

53.2 52.8 53.0

％ ％ ％

査定支給分（勤勉相当）
（平均）

46.8 47.2 47.0

％ ％ ％

         最高～最低 54.2～40.9 54.2～41.5 53.0～41.5

％ ％ ％

57.1 57.1 57.1

％ ％ ％

査定支給分（勤勉相当）
（平均）

42.9 42.9 42.9

％ ％ ％

         最高～最低 51.1～39.9 51.1～39.8 51.1～40.3

人員

平均年齢
年間給与額

年間給与額

賞与（令和２年度）における査定部分の比率（事務・技術職員／教育職員（大学教員））

平均年齢

6,971～4,517

職位別年間給与の分布状況（事務・技術職員／教育職員（大学教員））

（最高～最低）

4,826～3,218

　代表的職位

分布状況を示すグループ 人員

一律支給分（期末相当）

区分

管理
職員

一律支給分（期末相当）

11,944～7,880

　9,351～6,471

分布状況を示すグループ

千円

区分

管理
職員

一律支給分（期末相当）

（最高～最低）
千円

　代表的職位

一般
職員

8,405～6,581

7,106～5,641

一般
職員

一律支給分（期末相当）



３　給与水準の妥当性の検証等

○事務・技術職員

○教育職員（大学教員）と国家公務員との給与水準の比較指標　８８．６

　（注）　上記比較指標は、法人化前の国の教育職（一）と行政職(一）の年収比率を基礎に、
　　　　令和２年度の教育職員（大学教員）と国の行政職（一）の年収比率を比較して算出
　　　　した指標である。

項目

　国に比べて給与水準が
　高くなっている理由

　今後とも給与水準が適正となるよう努めていきたい。

対国家公務員
指数の状況

（参考）対他法人　　　　　　　　　　９７．５

　給与水準の妥当性の
　検証

内容

・年齢・地域・学歴勘案　　　　　　９４．０

・年齢・学歴勘案　　　　　　　　　　８４．４

・年齢勘案　　　　　　　　　　　　　　８４．９

・年齢・地域勘案　　　　　　　　　　９４．２

（文部科学大臣の検証結果）
　法人の職員の給与水準は、職務の特性や国家公務員、民間企業の従業
員の給与等を勘案し、設定の考え方を明らかにすることが求められており、
国家公務員と比べて給与水準が高い法人は、その合理性及び妥当性につ
いて、説明責任を果たすべきこととされている。（独立行政法人改革等に関
する基本的な方針（平成25年12月24日閣議決定））
　当該法人は、国家公務員の給与及び民間企業の従業員の給与等を総合
的に勘案したうえで、職員の給与水準を設定しており、法人における給与水
準の妥当性の検証結果から、適切な対応が執られていると考える。引き続
き、適切な給与水準の設定に努めていただきたい。

（法人の検証結果）
【支出予算の総額に占める国からの財政支出の割合 ６０.９％】
（国からの財政支出額 ７,３３７百万円、支出予算の総額 １２,０４２百万円：令
和２年度予算）

【支出総額に占める給与・報酬等支給総額の割合 ４５．６％】
（支出総額 １２,５９９百万円、給与・報酬等支給総額 ５,７４２百万円：令和元
年度決算）

【検証結果】
（法人の検証結果）
　支出予算の総額に占める国からの財政支出割合は６０.９%であるが、給与
水準は対国家公務員指数を下回っていることなどから、適正な状況であると
考えられる。

講ずる措置



４　モデル給与
（扶養親族がいない場合）

 【事務・技術職員】
○22歳（大卒初任給）
月額184千円　年間給与3,021千円
○35歳（主任）
月額273千円　年間給与4,539千円
○50歳（副課長）
月額370千円　年間給与6,261千円
【教員】
○27歳（助教）
月額294千円　年間給与4,828千円
○35歳（准教授）
月額391千円　年間給与6,585千円
○50歳（准教授）
月額457千円　年間給与7,733千円
※　扶養親族がいる場合には、扶養手当（配偶者6,500円、子1人につき
　 10,000円）を支給

５　業績給の仕組み及び導入に関する考え方

　勤務成績を考慮し、昇給、昇格の実施及び勤勉手当の成績率を決定
している。



Ⅲ　総人件費について

平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度

千円 千円 千円 千円 千円 千円

(A)
千円 千円 千円 千円 千円 千円

(Ｂ)
千円 千円 千円 千円 千円 千円

(Ｃ)
千円 千円 千円 千円 千円 千円

(D)
千円 千円 千円 千円 千円 千円

(Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ)

総人件費について参考となる事項

Ⅳ　その他

特になし

区　　分

退職手当支給額
453,341 518,732 313,174 894,327

非常勤役職員等給与
640,094 630,374 604,118 600,708

給与、報酬等支給総額
5,841,889 5,732,031

950,219 925,448

7,504,163

5,733,202 5,742,717 5,537,400

注１：中期目標期間の開始年度分から当年度分までを記載する。

485,223

最広義人件費
7,866,709 7,592,627 8,187,9717,807,358

福利厚生費

556,092

931,385 926,221 942,133

注２：「非常勤役職員等給与」においては、受託研究費等及び受託事業費等により雇用された
非常勤職員に係る費用及び人材派遣契約に係る費用等を含んでいるため、財務諸表附属明
細書の「（１５）役員及び教職員の給与の明細」における非常勤の合計額と一致しない。

注３：「退職手当支給額」欄は、国の常勤職員に相当する、法人の常勤職員に係る退職手当支
給額を計上している。

①　「給与、報酬等支給総額」については、対前年度比３．６％減となっている。
　要因は、教員の補充が遅れたことによる支給額の減によるものと、職員及び非常
勤職員の採用抑制等に伴う人件費削減によるものである。

②　「最広義人件費」については、対前年度比８．４％減となっている。
　要因は、上記①の「給与、報酬等支給総額」の減によるものと、退職者が前年度よ
りも少なかったことにより、退職手当支給額が減少したことによるものである。

③　「公務員の給与改定に関する取扱いについて」（平成29年11月17日閣議決定）
に基づき、平成30年1月30日から役職員の退職手当について、引下げを実施した。
　役員に関する講じた措置の概要：退職手当の調整率を87.0から83.7に改正
　職員に関する講じた措置の概要：退職手当の調整率を87.0から83.7に改正
　なお、就業規則改正の関係上、措置の開始時期は、国家公務員に係る措置時期
（平成30年1月1日）と異なる取扱いとした。


